
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤石氏が収集した文書・絵図です。今回５３点が公開され、前回分と合わせて

公開点数は計５８点に増えました。  

 前回の公開分は、明治時代の碓氷郡中野谷村（現・安中市）に関する「収穫地

価取調帳」でしたが、今回の公開分には東毛地域に関する江戸時代の資料が多く

含まれています。  

江戸時代の資料の中には、関所通し証文が１３点、為替手形が７点、図・絵図

が５点あります。  

 以下、江戸時代から大正時代までの５点をご紹介します。  

 

 

  表題等  年代 作成者→宛先  
形態・

数量 

文書番

号等 

10 

一札之事  

（此の者２人富士参詣に罷り

通り、関所通し証文） 

寛政１１ 

（１７９９）年  

上州山田郡丸山村  

名主 林内 

→ 関所 当番衆中  

竪 1 枚 

赤石氏  

収集 

17 

山田郡丸山村（現・太田市）から、同村の２人が富士山へ参詣に出かけた際の関所

手形です。 

 

 江戸時代は多くの庶民が旅をするようになりましたが、現代の観光旅行とは違

い、寺社への参詣を目的として、各地の関所を通過するための証文が必要でした

（現在、空港でパスポートを提示する場合に近いかもしれません）。  

 この文書は、上州山田郡丸山村（現・太田市丸山町）の村民２人が「富士参

詣」に出かけた際の証文で、名主が２人の身元を証明し署名・押印しています。  

文中の「冨士」は富士山と考えられます。江戸時代の富士山は、宗教的な聖地

として多くの信仰を集めていました。  

 

 

群馬県立文書館 新規公開文書展２０２１〔資料１０～１４〕 

赤石幸夫氏収集文書（請求番号Ｐ１８０６）  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 

上州一国之図  

＊縦 91.7 ㎝×横 80.5 ㎝ 

画像は部分  

文政２ 

（１８１９）年  

佐川勘六・弥兵衛  

之れを写す 

絵図

1 舗 

赤石氏  

収集 

54 

「桐生」（赤丸●）を中心とした地域について、絵や文字で当時の情報が記されてい

る大型絵図です。養蚕・製糸・織物業に関し、多く記されています。 

 

 『上州一国之図』という題名ですが、

「桐生」（赤丸●）を中心に渡良瀬川・

桐生川流域や、隣接する野州（現在の栃

木県）の町村が詳しく描かれています。 

織都・桐生の繁栄を強調し、東毛地域

を大きく扱っている絵図です（北毛は

描かれず、「関東大一ノ広川 利根川」

以西も大部省略されています）。  

 

 

 西端には赤城山（「西」の字のあたり）

が大きく描かれ、「上野第一ノ高山／四

季雪不絶」と記されています。  

なお、現在の群馬県最高峰は関東最

高峰でもある日光白根山（２，５７８ｍ、

群馬・栃木県境）で、赤城山（１，８２

８ｍ）に万年雪はありません。  

 

 

 本絵図は３色で描かれています。太

い幅の線は渡良瀬川や利根川です。  

また、下方には桐生から京都、大坂な

ど主要都市への距離の一覧表も記載さ

れています。  

町村や地域について、当時盛んだっ

た養蚕・製糸・織物業のことを中心に文

字情報も書きこまれており、見どころ

が大変多い絵図です。  
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上野国山田郡桐生新町寄場組合

村々麁（あら）絵図面（写） 

＊縦 40.7 ㎝×横 53.3 ㎝ 

明治元  

（１８６８）年  
  絵図 1 舗 

赤石氏  

収集 

50 

桐生新町（黄色い長方形）、寄場組合村々（黒枠の長方形）や、渡良瀬川などの河

川（青い太線）、山・丘陵（灰色）が明瞭に描かれている絵図です。  

 

下方に列記されているの

は、村々の村高（村の生産量

を石高に換算したもの）です。 

これらの村々は桐生新町

を寄場（よせば、組合の中心

地）とする村々です。「明治の

大合併」（明治２２（１８８９）

年）まで、全国には多くの村

がありました（一般的に村の

規模は、現在の大字と同じく

らいだったといわれていま

す）。  

 

 

関東の場合、領主が多く、

複数の領主がいる村もあっ

たため、治安が悪化した江戸

時代後半になると、幕府は思

うように治安を維持するこ

とができませんでした。そこ

で文政１０（１８２７）年、

寄場組合村を作り、組合を通

じて博徒・浪人等の取り締ま

りや命令の伝達を図りまし

た。  

 

 

なお、当時の寄場組合村々が「平成の大合併」などで１つの自治体になった場合

もあります。  
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〔前橋鎮撫附 水沼役所より

急廻状〕（制札改め兼地方諸

帳面取調の件）  

慶応４ 

（１８６８）年  

前橋鎮撫附  水沼

役所 → 日影南

郷村持ち添え、下

水良村ほか、右

村々役人中  

継 1 通 

赤石氏  

収集 

8 

慶応４（１８６８）年８月、勢多郡水沼村（現・桐生市黒保根町）の星野家から出され

た、赤城山北麓の村々への至急廻状です。 

 

文書の表書きには赤字で「急」と書かれており、至急、村々へ回

達した連絡であることがわかります。水沼村・星野家の「前橋鎮撫

附 水沼役所」から出されたものと思われます。  

 前橋鎮撫（前橋鎮撫所）は当時、政府や前橋藩の監督下で、旧幕

府領の村々を管轄する重要な機関でした。  

 

廻状の特徴として、文書の末尾に宛名の村々が列記され、各村名の

下には文書を読んだしるしとして印鑑が押されています。  

宛先の「日影南郷村」「生越村」などは赤城山北麓の片品川南岸の

村々、最後の「川額村」は赤城山西麓の利根川沿いの村です（現沼田

市や利根郡昭和村）。水沼村は赤城山東麓の渡良瀬川沿いですから、

水沼役所の担当地域が広かったことがうかがえます。  
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上野国新田郡太田在姫子鉱泉

場真景  ＊包紙有  

大正２ 

（１９１３）年以

降 

鉱泉湯元  

大島館  
1 枚 

赤石氏  

収集 

43 

今はなき姫子鉱泉（現・太田市大島町に所在か）と、その近景および遠景が名所を中

心に描かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の太田市大島町にあった「姫子鉱泉場」を鳥瞰図のような構図で紹介した

絵図です。遠景には、噴煙を上げる浅間山、上毛三山（左から妙義山、榛名山、

赤城山）が描かれています。  

近景には「上毛かるた」の「太田金山（おおたかなやま）

子育呑龍（こそだてどんりゅう）」で有名な大光院、「日本１

００名城」の１つである金山城の跡にある新田神社、鉄道

（大正２年開通の東武桐生線か）などが描かれています。  

「大島館」には２階建ての建物が数棟見えます。敷地の背

後に「姫塚」がありますが、当館収蔵の壬申地券地引絵図

「大嶋村」〔明治６（１８７３）年か、請求番号 A0181AMA、

文書番号 299〕の北部には、半円状などの茶色い「塚」が複

数描かれています。同じ場所ではないようですが、「姫塚」

も似たような塚で、小型の古墳だったのかもしれません。 

左下には鉱泉の効能やアクセス方法、駅名なども記載され

ています。包紙には近辺の伝承に登場する姫君をモデルにしたらしい女性のイラ

ストが配されており、幅広く集客しようとした意図がうかがえます。 

姫子鉱泉は当館収蔵の「新田郡鳥之郷村郷土誌（補遺）」〔大正３（１９１４）

年、請求番号 PF0007、文書番号 73〕の村図にも記されていますが、現存しませ

ん。本資料は温泉大国・群馬の歴史の一端がうかがえるものです。 


